
館
の
例
で
地
域
住
民
が
参
加

し
た
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
も
重
要
な
目
的

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
、人
口
規
模
に
関
係
な
く
、

様
々
な
地
域
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
実
験
室

か
ら
外
に
出
て
、
例
え
ば
、

東
武
動
物
公
園
駅
ホ
ー
ム
か

ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
範
囲

を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

機
械
加
工
工
房（
９
名
）、
型

技
術
工
房（
６
名
）、
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
工
房（
６
名
）、
モ
ノ

創
り
デ
ザ
イ
ン
工
房（
３

名
）、
ロ
ボ
ッ
ト
創
造
工
房

（
３
名
）
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
工

房（
５
名
）、
マ
イ
コ
ン
応
用

回
路
工
房（
１
名
）、
２
×
４

木
造
建
築
工
房（
１
名
）

■
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房（
４
名
）、
物

理
体
感
工
房（
３
名
）、
も
の

づ
く
り
入
門
工
房（
29
名
）

に
し
て
（
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

民
主
化
）、
創
造
的
な
人
材

を
増
や
し
た
い
と
強
調
し
て

お
り
、
公
立
図
書
館
の
活
動

も
こ
の
政
策
の
一
貫
で
し

た
。

　

都
市
は
、
住
み
や
す
さ
、

働
き
や
す
さ
だ
け
で
な
く
、

具
体
的
な
課
題
解
決
策
を
実

験
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
し
や
す
さ
も
、
重
要
な

魅
力
に
な
り
ま
す
。
特
に
重

要
な
の
は
、
技
術
で
は
な
く

解
決
策
を
実
験
す
る
場
で
あ

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
図
書

科
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
認
定
証
が
授
与
さ

れ
る
。
そ
の
積
極
的
姿
勢
と

も
の
づ
く
り
に
お
け
る
基
礎

力
を
活
か
し
て
自
ら
の
能
力

を
一
層
高
め
、
実
工
学
を
学

ぶ
者
の
模
範
と
し
て
益
々
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

■
エ
ク
セ
レ
ン
ト

を
聴
き
、
そ
れ
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
政
策
と
関
連
す
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

同
市
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
福
祉
な

ど
、
社
会
・
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
、
企
業
や
大
学
な

ど
多
様
な
組
織
が
連
携
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
実
験
を

行
い
、
市
民
の
積
極
的
な
参

加
も
推
進
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う

も
の
づ
く
り
に
お
け
る
高
い

総
合
力
を
発
揮
し
、
社
会
に

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
に
は
、
本

学
の
実
工
学
教
育
に
お
け
る

も
の
づ
く
り
の
基
礎
を
徹
底

的
に
学
ん
だ
者
と
し
て
36
名

が
認
定
さ
れ
、
４
月
の
各
学

　

昨
年
末
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
出

張
時
、
郊
外
の
公
立
図
書
館

を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
１

室
で
小
学
生
が
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
（
３
Ｄ
Ｐ
）
や
大
学
が

開
発
し
た
教
育
ア
プ
リ
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
部

屋
で
の
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
は

大
学
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学

者
で
す
が
、
地
域
住
民
の

リ
ー
ダ
ー
達
も
子
供
達
の
指

導
の
た
め
参
加
し
ま
す
。
３

Ｄ
Ｐ
を
小
学
生
が
使
っ
て
い

る
こ
と
に
少
し
驚
き
ま
し
た

が
、
翌
日
同
市
幹
部
の
講
演

　

本
年
度
の
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ

ス
タ
ー
エ
ク
セ
レ
ン
ト
に

は
、
生
産
現
場
の
リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
素
養
を
身
に

付
け
た
者
と
し
て
34
名
が
認

定
さ
れ
、
学
位
記
授
与
式
に

お
い
て
認
定
証
と
ゴ
ー
ル
ド

メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
る
。
今

後
は
工
房
で
身
に
付
け
た
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
都
市

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
西
尾
　
好
司

　

卒
業
お
め
で
と
う
。
晴
れ
て
卒
業
の
日
を

迎
え
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
入
学
し
た
２
０
１
３
年
は
、
日

本
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
率
が
６
割
を
超

え
、
１
月
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
用
者
が
世
界

で
１
億
人
を
突
破
し
た
と
い
う
年
で
し
た
。

皆
さ
ん
は
大
学
生
活
の
４
年
間
、
諸
刃
の
剣

で
あ
る
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
、
上
手
に

使
い
こ
な
し
て
く
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
数
か
月
前

に
は
予
想
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
出
来
事

が
連
日
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
数
々
の
大
統

領
令
、
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
姿
は
、

　

ご
卒
業
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
旅
立
ち
に
向
け
て
期
待
と
不
安
と

が
交
差
す
る
。
今
は
そ
ん
な
中
に
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
が
日
本
工
業
大

学
で
日
々
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
は
、
技
術

の
理
論
の
探
究
と
と
も
に
、
実
習
、
製
図
、

製
作
な
ど
に
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
こ
と
で

し
た
。
そ
の
誠
実
な
姿
勢
は
社
会
に
と
っ
て

価
値
あ
る
資
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

Ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ　

ｉ
ｓ　

ｔ
ｈ
ｅ　

ｂ
ｅ
ｓ

ｔ　
ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ
．で
す
。

　

そ
う
し
た
仕
事
ぶ
り
を
組
織
の
キ
ー
パ
ー

「
不
確
実
性
の
時
代
」
に
突
入
し
た
と
い
う

世
界
中
の
人
々
の
不
安
を
増
幅
さ
せ
て
い
ま

す
。
今
後
、
皆
さ
ん
が
船
出
す
る
日
本
の
社

会
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　

Ａ
Ｉ
の
進
化
と
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
普
及

で
、
今
あ
る
多
く
の
仕
事
が
近
い
将
来
無
く

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
速

に
進
む
高
齢
化
は
、
皆
さ
ん
た
ち
若
い
世
代

に
大
き
な
負
担
と
し
て
の
し
か
か
っ
て
く
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
暗
い
未
来

予
測
が
蔓
延
す
る
時
代
で
す
が
、
私
は
決
し

て
悲
観
的
に
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

社
会
の
変
化
は
、
必
ず
新
し
い
技
術
の

ニ
ー
ズ
を
生
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化

ソ
ン
は
見
逃
し
ま
せ
ん
。
松
下
幸
之
助
は

「
当
社
は
人
を
作
る
会
社
で
す
。
あ
わ
せ
て

電
気
器
具
も
作
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
と
い

い
ま
す
。
後
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
な
る
会
社

の
創
業
者
で
す
。
人
材
は
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

私
た
ち
の
学
園
は
今
年
、
創
立
１
１
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
明
治
40
年
に
東
京
工
科

学
校
と
し
て
開
校
し
、
幾
多
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
松
下
幸
之
助
の
右

腕
と
な
り
日
本
の
家
電
を
切
り
拓
い
た
技
術

者
の
中
尾
哲
二
郎
は
み
な
さ
ん
の
先
輩
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
多
く
が

知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
円

谷
英
二
も
東
京
工
科
学
校
に
学
び
ま
し
た
。

社
会
も
、
今
の
よ
う
に
社
会
保
障
制
度
に
全

面
的
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
地
域
の
お
年
寄
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
、
多
職
種
連
携
に
よ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
、
明
る
い

社
会
の
選
択
も
可
能
な
の
で
す
。そ
こ
に
は
、

支
援
の
た
め
の
様
々
な
技
術
開
発
も
必
要
と

な
り
、
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
も
広
が
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。

　

未
来
の
社
会
の
有
り
様
は
我
々
の
意
志
の

集
合
で
す
。
ど
う
い
う
社
会
を
創
り
た
い
の

か
、
そ
う
い
う
意
志
を
持
た
な
け
れ
ば
何
も

始
ま
り
ま
せ
ん
。時
代
に
流
さ
れ
な
い
意
志
、

そ
れ
は
自
分
の
頭
で
考
え
な
い
と
決
し
て
得

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
悲
観
主
義
は
気
分
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

楽
観
主
義
は
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
こ

れ
は
ア
ラ
ン
の
『
幸
福
論
』
の
最
後
の
プ
ロ

ポ
に
あ
る
言
葉
で
す
。
皆
さ
ん
が
、
自
ら
の

頭
で
考
え
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
す
ば
ら

し
い
日
本
の
未
来
づ
く
り
に
貢
献
し
て
く
れ

る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
工
業
大
学
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

４
月
に
は
半
世
紀
目
の
新
入
学
生
が
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
良
き
資
質
を
引
き
継
ぐ
で
し
ょ
う
。

さ
て
今
日
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
急
激
に
進

む
な
ど
、
技
術
や
社
会
の
変
化
が
加
速
化
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
技
術
者
に
と
っ
て
脅
威

で
あ
る
一
方
で
、
好
機
と
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
持
て
る
技
術
を
従
来
と
は
異
な

る
視
点
か
ら
世
に
問
う
て
み
る
、あ
る
い
は
、

終
わ
っ
た
、
衰
退
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
技

術
・
製
品
を
新
た
な
視
点
で
蘇
ら
せ
る
。
例

え
ば
最
近
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
若
者
の
視

線
が
注
が
れ
、旧
世
代
を
驚
か
せ
て
い
ま
す
。

レ
コ
ー
ド
は
す
で
に
蘇
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

寂
れ
た
街
を
若
者
た
ち
が
新
た
な
価
値
を
与

え
、
賑
わ
い
を
蘇
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

会
社
や
組
織
か
ら
の
評
価
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、
み
な
さ
ん
自
身
が
見
い
出
し
た
価
値

を
社
会
に
届
け
る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
い
て
く
だ
さ
い
。
よ
き
出
発
を
祈
念

し
て
、
私
か
ら
の
は
な
む
け
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

学 長
成田 健一

理事長
柳澤 章

自
分
の
頭
で
考
え

意
志
を
も
っ
て
進
め

新
た
な
旅
立
ち
に

向
け
て

ロボット創造工房

最優秀賞作品　渡邉健さん（大阪府）

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
に
70
名
認
定

も
の
づ
く
り
の
現
場
で
活
躍
を
期
待

50周年記念マーク完成
　大学の理念である「実工学」を表現しつつ、
次の50年に向けてしなやかに躍動するロゴ
マークを公募。国内外から394件もの作品
が集まった。2度の選考を経て最優秀賞1点、
優秀賞2点、入賞3点を選出。最優秀作品は
公式記念ロゴとして大学案内や各種媒体等
で使用し、大学の新たな展開に活用される。

通 信
第 号

http://www.nit.ac.jp

編集・発行

広報室
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1

1（0480）34－4111（代）2 0 5

平成29年（2017年）3月20日発行

　学位記授与式
特集号



平成29年3月20日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第205号（2）

平

成

二
十
八
年
度

卒
業
生
一
覧
3
月
20
日
付

確
定
者

機
械
工
学
科

も
の
づ
く
り
環
境
学
科

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

情
報
工
学
科

早
期
卒
業



平成29年3月20日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第205号（3）

平成28年度　学長賞受賞者

　先の選考委員会を経て、平成28年度学長賞の対象学生が決定
した。本賞は毎年、優秀な卒業生に対し授与され、今年度は大
学院生2名、学部生15名が選ばれた。

工学部
学　　科 氏　　名 出身校

機械工学科

ものづくり環境学科

創造システム工学科

電気電子工学科

情報工学科

建築学科

生活環境デザイン学科

大学院工学研究科
環境共生システム学専攻
電子情報メディア工学専攻

大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
生

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
修
了
生

（予定）

●
専
門
職
学
位
課
程

●
博
士
前
期
課
程

●
博
士
後
期
課
程

建
築
学
科

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科



平成29年3月20日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第205号（4）

り
そ
な
銀
行
賞
受
賞

東
京
デ
ザ
イ
ン
ウ
イ
ー
ク
火
災
事
故
に
関
す
る

ご
報
告
と
調
査
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

学
長
と
学
生
代
表
の
懇
親
昼
食
会

キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
東
京
大
会

　

昼
食
会
は
学
長
と
学
生
自

治
会
各
委
員
会
代
表
が
意
見

交
換
を
行
う
場
で
あ
り
、
今

年
は
１
月
18
日
に
実
施
さ
れ

た
。
成
田
学
長
、
竹
内
学
生

支
援
部
長
、
吉
見
学
生
支
援

課
主
事
、
学
生
代
表
と
し
て

高
橋
中
央
執
行
委
員
長
以
下

７
名
の
委
員
長
（
代
理
含

む
）
が
出
席
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
学
長
を
前
に

や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で

あ
っ
た
が
、
幕
の
内
弁
当
を

と
り
な
が
ら
自
己
紹
介
を
行

い
、
委
員
会
の
活
動
内
容
や

所
属
人
数
に
つ
い
て
説
明
、

学
長
か
ら
の
質
問
に
答
え

た
。
中
に
は
人
手
不
足
が
深

刻
な
委
員
会
も
あ
り
、
募
集

活
動
の
工
夫
や
他
委
員
会
か

ら
の
協
力
体
制
の
確
立
が
今

院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課

程
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
に
在
籍
し
て
い
る
。

　

受
賞
プ
ラ
ン
名
は
「
高
齢

化
が
懸
念
さ
れ
る
旧
式
大
型

団
地
の
地
域
丸
ご
と
見
守
り

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
」。
高
齢

化
や
建
物
老
朽
化
が
進
む
団

地
を
想
定
し
た
、
無
線
技
術

に
よ
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を

提
案
。
既
存
サ
ー
ビ
ス
に
比

べ
て
工
事
費
や
運
用
コ
ス
ト

を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、
耐
障
害
性
や
拡
張
性
が

高
い
点
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　

11
月
29
日
、
２
０
１

６
年
度
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ

ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

東
京
大
会
（
日
刊
工
業

新
聞
社
主
催
）
に
お
い

て
、本
学
大
学
院
の
チ
ー

ム
が
特
別
賞
「
り
そ
な

銀
行
賞
」
を
受
賞
し
た
。

受
賞
メ
ン
バ
ー
は
設
楽

勇
さ
ん
、
原
正
東
さ
ん
、

犬
木
拓
也
さ
ん
、
大
塚

智
晴
さ
ん
、
松
村
勝
裕

さ
ん
の
５
名
で
、
大
学

　

亡
く
な
ら
れ
た
お
子
様
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
に
対

し
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　

本
学
は
、
昨
年
11
月
６

日
「
東
京
デ
ザ
イ
ン
ウ
イ
ー

ク
」
に
出
展
し
た
作
品
に

よ
り
、
死
傷
者
を
伴
う
重

大
な
事
故
を
引
き
起
こ
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
事
故
は
、
全
面
的

に
本
学
が
そ
の
責
任
を
負
う

も
の
で
あ
り
、
作
品
の
制
作

に
自
発
的
・
積
極
的
に
参
加

し
た
学
生
に
最
終
的
な
責
任

を
問
う
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
継
続
し
て
警
察
等

の
調
査
に
全
面
的
に
協
力

し
て
お
り
ま
す
が
、
長
期
に

渡
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
調
査
の
結

果
を
待
っ
て
事
故
の
概
要

を
改
め
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
本
学
と
し
ま
し
て

は
、
昨
年
12
月
１
日
付
で
第

三
者
を
入
れ
た
調
査
委
員
会

を
設
置
し
、
再
発
防
止
に
向

け
た
取
組
み
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

日
本
工
業
大
学

　

試
験
は
１
月
14
日
、
15
日

の
両
日
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
、
本
学
は
同
試
験
の
試
験

会
場
と
な
っ
た
。
両
日
と
も

に
定
刻
ど
お
り
、
各
教
科
の

試
験
が
行
な
わ
れ
た
。

　

修
了
式
は
３
月
１
日
、
学

友
会
館
に
て
執
り
行
わ
れ
、

１
年
の
課
程
を
修
め
た
修
了

生
７
名
の
ほ
か
、
半
期
進
学

成
績
優
秀
者
３
名
が
出
席
し

た
。
出
身
国
別
で
は
中
国
６

名
、台
湾
２
名
、タ
イ
２
名
。

　

修
了
生
た
ち
は
成
田
学
長

か
ら
修
了
証
書
を
授
与
さ
れ

た
あ
と
、
学
長
や
柳
澤
理
事

長
か
ら
激
励
の
告
辞
を
受

け
、
今
後
の
目
標
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
た
。
進
路
と
し

て
は
本
学
へ
の
進
学
が
６

名
、
日
本
語
学
校
入
学
が
２

名
、
就
職
が
２
名
、
帰
国
が

１
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

式
後
に
は
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
修
了
生
達
は
恩
師
や
在

校
生
か
ら
祝
福
を
受
け
た
。

題
」
の
授
業
の
１
コ
マ
を
割

い
て
租
税
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
埼
玉
県
よ
り
県
税
納

税
協
力
団
体
「
一
般
納
税
協

力
団
体
の
部
」
に
お
い
て
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

10
月
17
日
に
知
事
公
館
に

お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

授
業
を
担
当
す
る
共
通
教
育

系
の
菊
地
信
一
教
授
が
出

席
。
上
田
知
事
か
ら
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
、
受
賞
者
代
表

と
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

本
学
で
は
平
成
25
年
度
よ

り
埼
玉
県
・
春
日
部
税
務
署

と
協
力
し
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」、「
現
代
社
会
の
諸
問

後
の
課
題
と
さ
れ
た
。
こ
の

ほ
か
、
授
業
間
の
休
み
時
間

の
拡
大
に
つ
い
て
要
望
が

あ
っ
た
が
、
大
学
側
は
、
授

業
終
了
時
刻
の
関
係
で
現
状

で
は
難
し
い
と
理
解
を
求
め

た
。
最
後
に
学
長
が
「
こ
の

会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
要

望
が
あ
れ
ば
今
後
も
気
軽
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

成田学長から修了証を受け取る修了生

感謝状を授与される菊地教授

表彰式に出席した設楽さん（右）と原さん

留
学
生
別
科
修
了
式

３
カ
国
の
10
名
修
了

県
税
事
務
所
よ
り
感
謝
状　

租
税
教
育
を
評
価

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

滞
り
な
く
終
了

ビジネスプランコンテスト 受賞者決定

　12月24日、一次・二次の書類選考通過者による最終プレゼンテー
ション審査が実施され、表彰式が行われた。今回は220件の応募のうち、
受賞は14件（下表）。最優秀賞となる「学長賞」は笠田涼太君が受賞し、
起業家支援財団「学生起業家支援事業奨学金」も獲得した。大型鉄道
模型レンタルなどに関する提案で「日工大生らしいプラン」と評された。

審査結果 氏名 プラン名
学長賞
※‌�学生起業家支援事業奨学金にも採択 笠田　涼太 大型鉄道模型のレンタルレイアウトと大型鉄道模型の製作に

まつわる体験型娯楽施設の開業

NITEC埼玉産学交流会賞 アッサーメル　
アルハノフ サウジアラビアにおけるモバイル型洗車ビジネスの展開

川口信用金庫賞 遠藤　匠 色弱を持つ人のための信号機判別補助フィルム

宮代町長賞 佐怒賀　友佑
成田　沙季

国際化社会に向けて他言語・多文化対応の接客サポートシ
ステム

杉戸町長賞 増田　美咲 タンスの肥やしをもう一度　〜リメイク着物〜

審査員特別賞
窪田　稜
小宮　勇恒
中島　光希

DIYプランナー（DIY計画や案を提示する新たな仕事）及
び、DIYコーナーの場所貸し

産学連携起業教育センター長賞 渡邉　嘉哉 スポーツ専用のSNSスマホアプリ
優秀賞 山浦　優 あなたの【食】は大丈夫？実践！！食育サービス
奨励賞 指田　尚樹 「のりけし」の開発及び販売

奨励賞
古澤　吉泰
蓼沼　美波
布施　拓馬

車所有者のためのドレスアップ及びチューンナップを目的とし
た集合整備工場・工具の貸し出し・その他オリジナルパーツ
の製造販売

奨励賞 召田　雄也 高校〜大学〜企業を繋ぐ、キャリアマッチング展示会
奨励賞 横山　隼人 高齢者支援アプリ「Aid」の開発

奨励賞
荒井　ちはる
且味　那月
中村　美有

メンズコスメ（応用化粧品）の販売

奨励賞 鈴木　康友
吉田　美幸

江戸の粋を屋形船で味わう「ENJOY EDO」舞妓さんによ
る英語江戸っこガイド付

学長賞は鉄道模型のレンタル事業

人
事
異
動

国
外
出
張

春
の
宮
代
は
桜
の
街

「
桜
市
２
０
１
７
」

宮代町
だより

205号

　

も
う
す
ぐ
桜
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
４
月
１

日
10
時
か
ら
、
笠
原
小
学

校
前
の
桜
並
木
の
下
で
、

恒
例
の
「
桜
市
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
元
商
業
者

等
に
よ
る
出
店
を
は
じ

め
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

日
本
舞
踊
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
の
発
表
、
小
中

学
生
に
よ
る
楽
器
の
演
奏

等
が
行
わ
れ
ま
す
。
コ
ス

プ
レ
を
し
た
参
加
者
も
多

く
、
毎
年
大
変
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友

人
と
一
緒
に
是
非
ご
来
場

頂
き
、
美
し
い
桜
を
眺
め

な
が
ら
春
の
宮
代
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。「
桜
市
」

の
詳
細
は
、
広
報
み
や
し

ろ
３
月
号
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

▼
大
相
撲
初
場
所

は
稀
勢
の
里
の
初

優
勝
で
幕
を
閉
じ

た
が
、
そ
の
後
の

横
綱
昇
進
で
相
撲

人
気
は
復
活
模
様

だ
▼
東
関
部
屋
は

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
そ
の
部

屋
に
代
々
伝
わ
っ
て
い
る

「
十
の
心
」
な
る
言
葉
が
あ

る
▼
①
「
お
は
よ
う
」
と
い

う
親
愛
の
心
②
「
は
い
」
と

い
う
素
直
な
心
③
「
す
み
ま

せ
ん
」
と
い
う
反
省
の
心
④

「
ど
う
ぞ
」
と
い
う
謙
譲
の

心
⑤
「
私
が
し
ま
す
」
と
い

う
奉
仕
の
心
。
ま
さ
に
「
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
相

撲
道
を
彷
彿
さ
せ
る
内
容
が

続
く
▼
⑥
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
感
謝
の
心
⑦
「
お
陰

さ
ま
で
」
と
い
う
謙
虚
な
心

⑧
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
い
う

労
り
の
心
⑨
「
な
に
く
そ
」

と
い
う
忍
耐
の
心
⑩
「
嘘
を

つ
く
な
」
と
い
う
正
直
な
心

▼
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
社
会
の
荒
波
に
、
も

ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
何
か
に
悩
ん
だ
時
、
落

ち
込
み
そ
う
な
時
に
助
け
て

く
れ
る
の
は
皆
さ
ん
の
大
学

時
代
の
友
人
か
も
知
れ
ぬ
▼

「
十
の
心
」
を
持
ち
続
け
相

手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
生
き
て
ほ
し
い【
信
】

編 集 後 記

【
定
年
退
職
】（
３
月
３
１
日
付
）

◆
小
田
恭
市
教
授
（
専
門
職
大

学
院
）

◆
近
江
正
幸
教
授
（
専
門
職
大

学
院
）

◆
佐
々
木
勉
教
授
（
専
門
職
大

学
院
）

◆
田
中
隆
治
准
教
授
（
英
語
教

育
セ
ン
タ
ー
）

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

◆
三
宅
正
二
郎
教
授
（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）

◆
髙
橋
明
遠
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）

◆
正
道
寺
勉
教
授（
情
報
工
学
科
）

◆
波
多
野
純
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）

◆
寺
尾
裕
教
授
（
共
通
教
育
系
）

◆
西
村
誠
介
教
授
（
超
高
電
圧

研
究
セ
ン
タ
ー
）

◆
國
弘
保
明
講
師（
共
通
教
育
系
）

◆
金
野
千
恵
助
教
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
韓
国（
10
／
９
〜

10
／
11
）／
目
的
＝「
第
２
回
大
規

模
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
講

座
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
」に
出
席

◆
古
閑
伸
裕
教
授（
機
械
工
学

科
）／
出
張
先
＝
中
国（
10
／
25

〜
10
／
27
）／
目
的
＝
武
漢　

華

中
科
技
大
学
招
待
講
演

◆
進
藤
卓
也
助
教（
電
気
電
子
工

学
科
）／
出
張
先
＝
韓
国（
10
／

25
〜
10
／
28
）／
目
的
＝
２
０
１

６
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
回
路
と
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議

◆
神
野
健
哉
教
授（
電
気
電
子
工

学
科
）／
出
張
先
＝
韓
国（
10
／

26
〜
10
／
28
）／
目
的
＝
同
前

◆
神
野
健
哉
教
授（
電
気
電
子
工

学
科
）／
出
張
先
＝
中
国（
11
／
２

〜
11
／
４
）／
目
的
＝
協
定
機
関
・

業
務
委
託
機
関
に
お
け
る
留
学

生
入
試
及
び
学
生
募
集
活
動
等

◆
徐
華
准
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
中
国（
11
／
２
〜
11
／

４
）／
目
的
＝
同
前

◆
呉
志
良
教
授（
共
通
教
育
系
）

／
出
張
先
＝
中
国（
11
／
２
〜
11

／
13
）（
実
質
６
日
間
）／
目
的
＝

同
前

◆
大
野
修
一
准
教
授（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
韓
国（
11
／
２
〜

11
／
６
）／
目
的
＝
韓
国
、高
麗
大

学
の
Ｂ.

チ
ェ
教
授
Ｈ.

ク
ウ
教
授

と
の
共
同
研
究

◆
張
暁
友
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
11
／
２
〜
11

／
７
）／
目
的
＝
放
電
加
工
用
磁

気
駆
動
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
に
関
す

る
招
待
講
演
及
び
研
究
打
ち
合

わ
せ

◆
西
本
真
一
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

（
11
／
３
〜
11
／
10
）／
目
的
＝

タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
建
築
調
査

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア（
11
／
15
〜
11
／
20
）／
目
的

＝
第
20
回
知
能
進
化
シ
ス
テ
ム
ア

ジ
ア
太
平
洋
国
際
会
議
に
て
研

究
発
表

◆
加
藤
史
仁
准
教
授（
機
械
工
学

科
）／
出
張
先
＝
韓
国（
11
／
16

〜
11
／
18
）／
目
的
＝
第
37
回
超

音
波
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
基
礎

と
応
用
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
け
る
研
究
発
表

◆
西
村
誠
介
教
授（
超
高
電
圧
研

究
セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
イ
タ

リ
ア（
11
／
19
〜
11
／
24
）／
目

的
＝
国
際
電
気
標
準
会
議
第
７

技
術
委
員
会（
Ｉ
Ｅ
Ｃ　

Ｔ
Ｃ
７
）

及
び
関
連
会
議
へ
の
出
席

◆
佐
藤
弘
康
准
教
授（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
韓
国（
11
／
21

〜
11
／
25
）／
目
的
＝
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ　

Ｊ
ｅ
ｏ
ｎ
ｇ　

Ｈ
ｙ
ｅ
ｏ
ｎ
ｇ
教

授
と
の
研
究
打
ち
合
わ
せ
及
び

談
話
会
で
の
研
究
発
表

◆
黒
津
高
行
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
ネ

パ
ー
ル（
11
／
25
〜
12
／
６
）／
目

的
＝
ネ
パ
ー
ル
の
被
災
文
化
遺
産

保
護
に
関
す
る
技
術
的
支
援
事

業
に
伴
う
調
査

◆
那
須
秀
行
教
授（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー

ク
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア（
11
／
27
〜
12

／
４
）／
目
的
＝
木
質
構
造
分
野

に
お
け
る
欧
州
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

◆
大
田
健
紘
助
教（
電
気
電
子
工

学
科
）／
出
張
先
＝
タ
イ（
11
／

27
〜
12
／
４
）／
目
的
＝
第
５
回

日
米
音
響
学
会
ジ
ョ
イ
ン
ト
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
の
研
究
発
表

◆
吉
野
秀
明
教
授（
電
気
電
子
工

学
科
）／
主
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
12

／
４
〜
12
／
10
）／
目
的
＝
２
０

１
６
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
グ
ロ
ー
バ
ル
通

信
に
関
す
る
国
際
会
議
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
運
営
・
委
員
会
参
加

◆
丸
山
友
希
夫
准
教
授（
共
通
教

育
系
）／
出
張
先
＝
台
湾（
12
／
６

〜
12
／
11
）／
目
的
＝
第
17
回
ア

ジ
ア
太
平
洋
経
営
工
学
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際

会
議
に
て
研
究
発
表

◆
大
宮
望
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
12
／
６
〜

12
／
11
）／
目
的
＝
第
17
回
経
営

工
学
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議

に
お
け
る
研
究
発
表
会
へ
の
参
加

◆
辻
村
泰
寛
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
12
／
７
〜

12
／
10
）／
目
的
＝
第
17
回
経
営

工
学
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議

で
の
大
学
院
生
発
表
引
率

◆
西
尾
好
司
教
授（
技
術
経
営
研

究
科
）／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス
・
ス

ペ
イ
ン（
12
／
13
〜
12
／
18
）／

目
的
＝
海
外
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
に
関
す
る
調

査◆
鈴
木
宏
典
教
授（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）／
出
張
先
＝
タ
イ（
12

／
15
〜
12
／
18
）／
目
的
＝
ア
ジ

ア
交
通
研
究
委
員
会
へ
の
出
席
及

び
交
通
事
故
実
態
調
査

◆
金
野
千
恵
助
教（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
イ
ン

ド
ネ
シ
ア（
12
／
22
〜
12
／
29
）

／
目
的
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

ジ
ャ

カ
ル
タ
・
デ
ン
パ
サ
ー
ル
に
お
け

る
半
屋
外
空
間
の
特
徴
と
空
間

利
用
に
関
す
る
研
究

◆
竹
村
暢
康
准
教
授（
電
気
電
子

工
学
科
）／
出
張
先
＝
マ
レ
ー
シ

ア（
１
／
25
〜
１
／
28
）／
目
的
＝

国
際
会
議
Ｍ
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｔ
２
０
１
７

に
お
け
る
調
査

◆
田
中
隆
治
准
教
授（
英
語
教
育

セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
１
／
28
〜
２
／
25
）／
目
的
＝
海

外
英
語
セ
ミ
ナ
ー
参
加
学
生
の
現

地
指
導
及
び
支
援

◆
石
原
次
郎
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（
２
／
13
〜
３
／
２
）／
目
的
＝
Ａ

ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｐ
ｅ
ｌ
ａ
ｇ
ｏ　

Ａ
ｒ

ｔ　

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ　

ｉ

ｎ　

Ｋ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
で
の
制
作
活
動

◆
山
中
章
子
准
教
授（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ（
２
／
15

〜
２
／
26
）／
目
的
＝
海
外
英
語

セ
ミ
ナ
ー
参
加
学
生
の
現
地
指
導

及
び
支
援

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン（
２
／

21
〜
２
／
24
）／
目
的
＝
第
３
回

ハ
ー
モ
ニ
ー
探
索
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

国
際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル（
２

／
25
〜
２
／
28
）／
目
的
＝
第
９

回
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
人
工
知
能
国

際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
木
村
貴
幸
准
教
授（
電
気
電
子

工
学
科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
２
／
27
〜
３
／
４
）／
目
的
＝
２

０
１
７
年
信
号
処
理
学
会
非
線

形
回
路
、通
信
、信
号
処
理
に
関
す

る
国
際
会
議
で
研
究
発
表

◆
松
浦
隆
文
助
教（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
２
／

27
〜
３
／
４
）／
目
的
＝
同
前

◆
正
道
寺
勉
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
タ
イ（
２
／
28
〜

３
／
４
）／
目
的
＝
本
学
特
別
研

究
員
Ｄ
ｒ
．Ｒ
ｕ
ｅ
ｎ
ｇ
ｓ
ａ
ｋ　

Ｋ
ａ
ｗ
ｔ
ｕ
ｍ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ａ
ｉ
と

の
研
究
打
ち
合
わ
せ

◆
劉
雯
准
教
授（
共
通
教
育
系
）

／
出
張
先
＝
中
国（
３
／
７
〜
３

／
17
）／
目
的
＝
工
学
系
女
子
学

生
の
専
攻
分
野
選
択
の
要
因
分

析
に
関
す
る
研
究

◆
黒
津
高
行
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
ネ

パ
ー
ル（
３
／
10
〜
３
／
19
）／
目

的
＝
ネ
パ
ー
ル
国
ゴ
ル
カ
地
震
に

よ
る
建
築
資
産
の
被
災
状
況
緊

急
調
査
と
救
済
対
策

◆
樋
口
佳
樹
准
教
授（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
ネ

パ
ー
ル（
３
／
10
〜
３
／
20
）／
目

的
＝
同
前

◆
上
田
学
助
教（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
ネ
パ
ー
ル（
３
／
10
〜

３
／
20
）／
目
的
＝
同
前

◆
佐
々
木
誠
教
授（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
台
湾（
３
／
12
〜
３

／
16
）／
目
的
＝
台
湾
に
お
け
る

住
宅
団
地
及
び
既
成
市
街
地
の

経
年
変
化
と
維
持
管
理




